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                                                       平成 18 年 11 月 20 日 

 各   位 
                                          会  社  名       ア テ ナ工 業 株 式 会 社           
                                          代 表 者 の       代 表 取 締 役 社 長           
                                          役 職 名          下 野 利 昭        
                                            （JASDAQ コード番号 ７８９０） 
                                          問い合わせ先  取 締 役          
                                                 管理本部長 広 瀬 英 紀 
                                          ＴＥＬ    ０５７５－２４－２４２４ 

 
 

（訂正）平成 18年９月期 決算短信（非連結）に関する一部訂正のお知らせ 

 
当社は、平成 18 年 11 月 17 日付で発表いたしました「平成 18 年９月期 決算短信（非連結）」の記載内

容の一部に訂正すべき事項がありましたので、下記のとおり訂正いたします。 
訂正部分には下線を付しております。 

 
記 
 

１．訂正の理由 
  当社は、平成 18 年 11 月 17 日付で決算発表を行いましたが、その後一部訂正すべき点が判明しました

ので、以下のとおり訂正を行うものであります。 
 
２．訂正箇所 
【P.  １】 
＜訂正前＞ 
(2)財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円        ％      円  銭 
18 年９月期 9,740 6,081 62.4 1,022    72 
17 年９月期 9,476 5,396 56.9 1,285    21 

 
＜訂正後＞ 
(2)財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円        ％      円  銭 
18 年９月期 9,740 6,081 62.4 638    59 
17 年９月期 9,476 5,396 56.9 1,285    21 
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【P.  ６】 
＜訂正前＞ 
（３）通期の見通し 

次期の見通しにつきましては、原油高による原材料費の高値が更に引き続き、厳しさが増すものと予
想されます。  
 こうした状況に対し、紙・プラスチックのハイブリット容器、ユニバーサルデザイン、カーリング容
器、発泡ＰＰ耐熱容器等ＤＬＣ加工から製品の開発を積極的に推移し、更には経営体質の強化に取り組
みます。 
 厳しい環境下にありますが、売上高は 10,700 百万円（前年同期比 5.5％増）、経常利益は 500 百万円
（前年同期比 8.4％増）、当期純利益は 280 百万円（前年同期比 7.0％減）を見込んでおります。  
 また、設備投資額につきましては、約３億円を見込んでおります。 

 
＜訂正後＞ 
（３）通期の見通し 

次期の見通しにつきましては、原油高による原材料費の高値が更に引き続き、厳しさが増すものと予
想されます。  
 こうした状況に対し、紙・プラスチックのハイブリット容器、ユニバーサルデザイン、カーリング容
器、発泡ＰＰ耐熱容器等ＤＬＣ加工から製品の開発を積極的に推移し、更には経営体質の強化に取り組
みます。 
 厳しい環境下にありますが、売上高は 10,700 百万円（前年同期比 5.5％増）、経常利益は 500 百万円
（前年同期比 8.4％減）、当期純利益は 280 百万円（前年同期比 7.0％減）を見込んでおります。  
 また、設備投資額につきましては、約３億円を見込んでおります。 

 
【P. １０】 
＜訂正前＞ 
① 貸借対照表 

   
前事業年度 

(平成 17 年９月 30 日) 

当事業年度 

(平成 18 年９月 30 日) 
比較増減 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比 

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 
金額(千円) 

（略）          

Ⅱ 評価・換算差額等                

  １ その他有価証券評価 

      差額金 
   ―    74,804     ― 

評価・換算差額等合計    ―    74,804    0.7    ― 

 負債純資産合計    ―    9,740,378    100.0    ― 

               

 

＜訂正後＞ 
① 貸借対照表 

   
前事業年度 

(平成 17 年９月 30 日) 

当事業年度 

(平成 18 年９月 30 日) 
比較増減 

区分 
注記 

番号 
金額(千円) 

構成比 

(％) 
金額(千円) 

構成比

(％) 
金額(千円) 

（略）          

Ⅱ 評価・換算差額等                

  １ その他有価証券評価 

      差額金 
   ―    74,804     ― 

評価・換算差額等合計    ―    74,804    0.7    ― 

純資産合計    ―    6,081,975 62.4     ― 

 負債純資産合計    ―    9,740,378    100.0    ― 
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【P. ２９】 
＜訂正前＞ 
 （１株当たり情報） 

前事業年度 当事業年度 
（自 平成 16 年 10 月１日 （自 平成 17 年 10 月１日 

  至 平成 17 年９月 30 日）   至 平成 18 年９月 30 日） 
１株当たり純資産額       1,285円 21銭 １株当たり純資産額       1,022円 72銭 
１株当たり当期純利益         66円 18銭 １株当たり当期純利益          33円 27銭 
なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。 

 
＜訂正後＞ 
 （１株当たり情報） 

前事業年度 当事業年度 
（自 平成 16 年 10 月１日 （自 平成 17 年 10 月１日 

  至 平成 17 年９月 30 日）   至 平成 18 年９月 30 日） 
１株当たり純資産額       1,285円 21銭 １株当たり純資産額        638円 59銭 
１株当たり当期純利益         66円 18銭 １株当たり当期純利益         33円 27銭 
なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。 

 
以  上 


